
「潤ケ野小学校の「てべし」伝承活動の取組」 

１．学校名 志布志市立潤ケ野小学校 

２．学年・人数 ２年生 １人 

３．日時・場所 

⑴ 練習の日時・場所 

  10月上旬に３回程度    潤ケ野小学校体育館・営農センター 

⑵ 発表の日時・場所 

  令和６年10月20日（日） 潤ケ野小学校校庭 

（潤ケ野小学校・校区コミュニティ協議会合同秋季大運動会） 

４．伝承・活用

に取り組んで

いる郷土芸

能，伝統行事，

伝統工芸品に

ついて 

 

⑴ 名 称 

てべし（手拍子） 

⑵ 由 来 

  かつては上出水地区に伝承され，春の花見や豊年祭りで披露された。上出

水集落の男子は，中学生になると踊り手になった。しかし，人手不足により，

出水中学校の男子生徒が体育大会で踊ることで継承されていった。その後，

中学校の閉校に伴い継承されなくなった。この度，小学校の運動会において，

てべし保存会の方と２年生児童が披露することになった。 

⑶ 構成等 

  ５部構成（五尺→田舎土産→くどく→いろはそば→松島）であり，それぞ

れの歌詞の冒頭部分が歌の名前になっている。踊り手の他に，歌，三味線，

太鼓，拍子木の担当がいるが，現在は担い手不足のため，テープを流して踊

っている。現在の衣装は，数年前，青年団の催しで踊るために揃えたもので

ある。 

５．文化財伝

承・活用の取

組において地

域との連携や

工夫した点等 

・練習場所の確保 

・運動会プログラムの調整 

・コミュニティ協議会との連携 

６．取組の様

子 

（練習状況，

発表の場等） 

 

 

 

 

  

 

７．感想・意

見 

 

（参加児童生

徒・保護

者・保存

会・教員

等） 

【２年児童の感想】 

・お父さんと一緒に出られて楽しかった。今度は友だちと一緒に踊りたい。 

【地域の方から】 

・久しぶりにてべしを見ることができて感慨深い。伝統を継承していけたらう

れしい。 

踊りの様子① 

〔文化財伝承等の取組事例〕 

踊りの様子② 


